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本 論 文 を 、 日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会  機 関 誌  J N E T  

J o u r n a l  o f  N e u r o e n d o v a s c u l a r  T h e r a p y  に 投 稿 す る

に あ た り 、 筆 頭 著 者 、 共 著 者 に よ っ て 、 国 内 外 の 他 雑 誌

に 掲 載 な い し 投 稿 さ れ て い な い こ と を 誓 約 致 し ま す 。  

  



J u g u l a r  V e n o u s  R e f l u x  - 呼 吸 性 ・ 体 位 性 変 動 と 臨 床 へ

の 応 用 -  

 

J u g u l a r  V e n o u s  R e f l u x  ( J V R ) に よ る 硬 膜 静 脈 洞 の 高

信 号 と そ の 呼 吸 性 、 体 位 性 の 変 動 を 呈 示 す る と と も に 、

こ の 現 象 の 血 管 内 治 療 に お け る 意 義 つ い て 考 察 す る 。  

 

正 常 例 に お い て M R A で 左 側 の 硬 膜 静 脈 洞 が 高 信 号 と し

て 描 出 さ れ る 事 が あ り 、 硬 膜 動 静 脈 瘻 な ど の 動 静 脈 シ ャ

ン ト 疾 患 と の 鑑 別 が 必 要 と な る 事 が あ る 。 そ の 原 因 は 左

腕 頭 静 脈 が 胸 骨 と 大 動 脈 弓 の 間 で 圧 迫 さ れ る 事 に よ る

J V R で あ る と 報 告 さ れ て い る 1 , 2 ) 。 J V R と 硬 膜 動 静 脈 瘻

は 単 純 M R I の み で は 鑑 別 困 難 な 場 合 も あ る が 、造 影 C T 、

造 影 M R I 、 D S A な ど で 鑑 別 は 可 能 で あ る 。  

J V R の 呼 吸 性 変 動 に つ い て も 過 去 に 報 告 さ れ て い る 2 , 3 ) 。

こ れ は 吸 気 時 に 胸 郭 が 挙 上 し 、 左 腕 頭 静 脈 へ の 圧 迫 が 解

除 さ れ る た め で あ る （ F i g . 1 ）。 ま た 、 体 位 に よ っ て も 腕

頭 静 脈 へ の 圧 迫 は 解 除 し 得 る 。 両 側 に 肩 枕 を 挿 入 し 肩 甲

帯 を 屈 曲 さ せ る 事 で 、 鎖 骨 を 介 し て 胸 骨 が 挙 上 さ れ る 。

こ の 方 法 で は 持 続 的 に 圧 迫 解 除 で き る た め 単 純 M R I で

の 評 価 も 可 能 と な り 、T O F で 静 脈 洞 高 信 号 の 消 失 を 確 認

す る 事 で J V R の 存 在 を 間 接 的 に 証 明 で き る （ F i g . 2 ）。  

 

こ の 現 象 に 対 す る 知 識 は 、 血 管 内 治 療 に 於 い て 特 に 左 側



へ の 経 静 脈 的 ア プ ロ ー チ の 際 に 重 要 で あ る （ F i g . 3 ）。 動

脈 か ら 造 影 剤 を 注 入 し て 静 脈 相 で ア ク セ ス ル ー ト の 撮

影 を 行 う 際 、 左 側 の 描 出 が 不 鮮 明 と な る 事 が あ る が 、 こ

れ は J V R が 原 因 で あ る 事 が 多 い 。深 吸 気 停 止 時 に 撮 影 す

る 事 で 左 内 頸 静 脈 か ら 腕 頭 静 脈 の 描 出 が 鮮 明 と な り 、 正

確 な ア ク セ ス ル ー ト を 認 識 す る 事 が で き る 。 ま た 、 左 内

頸 静 脈 へ ア プ ロ ー チ す る 際 、 正 中 付 近 で ガ イ ド ワ イ ヤ ー

や カ テ ー テ ル の 通 過 が 困 難 と な る 現 象 が 見 ら れ る が 、 こ

れ も 腕 頭 静 脈 の 狭 窄 が 原 因 で あ る 事 が 多 い 。 そ の た め 通

過 の 際 に 深 吸 気 停 止 を 行 う 事 で 、 こ の 狭 窄 部 通 過 が 容 易

と な る 事 が あ る 。  

J V R と そ の 呼 吸 性 ・ 体 位 性 変 動 は 脳 血 管 内 治 療 の 術 者 が

会 得 し て お く べ き 知 識 で あ る 。  

 

 

 

 

【 利 益 相 反 開 示 】  

本 論 文 に 関 し て 、 筆 頭 著 者 及 び 共 著 者 全 員 の 開 示 す べ き

利 益 相 反 状 態 は 存 在 し な い 。   
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F i g . 1   

頭 部 M R I で 硬 膜 動 静 脈 瘻 を 疑 わ れ て 紹 介 さ れ た 患 者 。頭

部 M R A で 左 側 の 横 静 脈 洞 、S 状 静 脈 洞 、下 錐 体 静 脈 洞 、

脳 底 静 脈 叢 等 が 高 信 号 で 描 出 さ れ る （ A  矢 印 ）。 胸 部 の

M R A  T i m e  o f  F l i g h t で は 左 腕 頭 静 脈 が 胸 骨 と 大 動 脈 弓

の 間 で 圧 迫 さ れ て い る （ B  矢 頭 ）。 D S A で 左 肘 正 中 皮 静

脈 の 末 梢 静 脈 路 か ら 造 影 剤 を 注 入 し て 撮 影 す る と 、 順 行

性 の 灌 流 は 腕 頭 静 脈 で 遮 断 さ れ 、 内 頸 静 脈 を 逆 流 し 頭 蓋

内 の 静 脈 洞 を 経 由 し て 対 側 内 頸 静 脈 を 順 行 性 に 灌 流 す



る （ C  1 , 2 ）。 更 に 呼 吸 を 深 吸 気 で 停 止 さ せ て 同 様 に 撮 影

す る と 、 逆 流 は 消 失 し 順 行 性 の 静 脈 灌 流 を 認 め る （ D  

1 , 2 ）。  

 

F i g . 2   

ス ク リ ー ニ ン グ の 頭 部 M R I で 静 脈 洞 の 高 信 号 を 指 摘 さ

れ た 患 者 。通 常 の 撮 影 で は 左 側 の 静 脈 洞 が M R A 、T O F で

高 信 号 に 描 出 さ れ る （ A  1 , 2  矢 頭 ）。 両 側 肩 枕 を 使 用 し

肩 甲 帯 を 屈 曲 さ せ て 頭 部 M R I 再 検 で 、静 脈 洞 の 高 信 号 は

消 失 す る （ B  1 , 2  矢 頭 ）。  

 

F i g . 3   

経 静 脈 的 ア プ ロ ー チ の 際 に 、 動 脈 か ら 造 影 剤 を 注 入 し た

静 脈 相 で の ア ク セ ス ル ー ト 撮 影 （ A , B ）。 通 常 の 撮 影 で は

左 内 頸 静 脈 で の 鬱 滞 や 左 側 の 描 出 不 良 を 認 め る 事 が あ

る （ A  二 重 矢 印 ）。 深 吸 気 停 止 時 に 撮 影 す る 事 で 左 内 頸

静 脈 か ら 腕 頭 静 脈 の 描 出 が 鮮 明 と な る （ B）。 ま た 腕 頭 静

脈 の 圧 迫 が あ る 場 合 、 左 内 頸 静 脈 へ ア プ ロ ー チ す る 際 に

正 中 付 近 で ガ イ ド ワ イ ヤ ー や カ テ ー テ ル の 通 過 が 困 難

と な る 現 象 が 見 ら れ る （ C）。 通 過 の 際 に 深 吸 気 停 止 を 行

う 事 で 、 こ の 狭 窄 部 通 過 が 容 易 と な る 事 が あ る 。  
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